
図１：アンカーボルト出寸法
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図２：柱加工例
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図３：施工例
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接合金物の使用方法や納まりなど木造建築金物の施工に関するお問い合わせはこちらまで

独立柱脚金物SB

独立柱脚金物SBの使用にあたっては、必ず本マニュアルに基づいて施工してください。
独立柱脚金物SB、座金、及びアンカーボルトは指定の用途以外には使用しないでください。
アンカーボルトに独立柱脚金物SBを固定する際には以下の点にご注意ください。
　・M12のナット工具(スパナ等)を使用してください。ラチェット等は使用できません。
　・金物設置場所の中央に、金物に対して垂直になるように施工してください。
　・金物設置面からの出寸法は正しく施工してください。(図１)

■使用上のご注意

施工マニュアル

基礎と柱脚の接合に使用します。
※21.3kNの引張耐力を確保する場合は、独立柱脚金物SB専用オメガアンカー
ボルトM12(L=250)を使用してください。

使用数
　柱……ドリフトピン(2本)
　座金…M12用偏芯丸座金(1枚)
　　　　M12用平ワッシャー(1枚)

使用箇所・用途 接合具

建築金物の信頼ブランド

注　意

■取付図例(単位：mm)

施工方法
１．アンカーボルト(M12)を独立柱脚金物SB設置面より30mm出るように基礎等に埋め込んでください｡(図１)
２．柱脚中央にスリット(幅7mm、高さ68mm)とスリットと直交する面にφ12の孔を2ヵ所開けてください｡(図２)
３．独立柱脚金物SBのベース部をガイドに合わせて真っ直ぐに設置し、M12用偏芯丸座金とM12用平ワッシャーを重ね

てナットで固定してください｡(図３)
４．柱サイズに合った天板を上から被せ、加工した柱を独立柱脚金物SBの上に設置し、柱サイズに合ったドリフトピン(2

本)で固定してください｡(図４)
※柱サイズに合わせた金物とドリフトピンの選定は裏面の組み合わせ一覧をご参照ください。

ハウスプラス住宅保証㈱　性能試験済
HP25-KT123 　短期基準接合耐力 　21.3kN(引張)
HP25-KT124 ※短期基準接合耐力 125.3kN(SB-90圧縮)
HP25-KT125 ※短期基準接合耐力 260.1kN(SB-140圧縮)

※降伏耐力の5%下限値
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